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北陸新幹線・敦賀延伸にらみ温泉地活性化を

山
代
温
泉
観
光
協
会

萬
谷
　
正
幸
会
長

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と

教
育
旅
行
に
力
を

山
中
温
泉
観
光
協
会

上
口
　
昌
徳
会
長

地
域
特
性
生
か
し

広
報
活
動
重
点
に

片
山
津
温
泉
観
光
協
会

鹿
野
　
祐
司
会
長

加
賀
温
泉
駅
起
点
に

２
次
交
通
の
確
保
を

加賀温泉駅
「
か
が
や
き
」停
車
目
指
す


年
度
は
観
光
革
新
元
年

特

別

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
宮
元
　
陸
・
加
賀
市
長

加
賀
温
泉
郷
の
新
た
な
魅
力

　
　
発
信
元

～
北
陸
新
幹
線
・
敦
賀
延
伸
に
向
け
て

東
京
２
０
２
３
加
賀

お
も
し
ろ
動
画
を
見
よ
う
！

観光客増への取り組み
「加賀温泉郷の魅力」と

②

③ ② ①

北
陸
屈
指
の
温
泉
郷

③

①

④
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山
中
温
泉
観
光
協
会
の
会

員
数
は
現
在

人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
山
中
温
泉
の
魅
力
は
自
然

の
景
観
と
優
れ
た
温
泉
、
伝

統
工
芸
・
文
化
の
山
中
漆
器
、

山
中
節
な
ど
。
温
泉
街
の
中

心
部
、
総
湯
菊
の
湯
（
松
尾

芭
蕉
も
絶
賛
し
た
１
３
０
０

年
の
伝
統
を
持
つ
名
湯
）
か

ら
、
こ
お
ろ
ぎ
橋
付
近
ま
で

の
約
６
０
０
㍍
に
わ
た
る
目

抜
き
通
り
の
「
ゆ
げ
街
道
」

に
は
、
山
中
漆
器
や
九
谷
焼

な
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
は
じ

め
、
カ
フ
ェ
や
食
事
処
な
ど

魅
力
的
な
店
が
集
中
し
て
お

り
、
散
策
に
は
最
適
な
場
所

で
す
。

　
ま
た
、
温
泉
総
選
挙
２
０

１
６
で
、
女
子
旅
２
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
女
性
に

人
気
の
温
泉
地
で
も
あ
り
ま

す
。

　
観
光
客
数
は

年
が

万

４
千
人
、
宿
泊
客
は

万
１

千
人
。

年
は
少
々
減
り
、

そ
れ
ぞ
れ

万
人
、

万
６

千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
海
民
謡
山
中
節
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
、
花
回
廊
、
古
九
谷

修
古
祭
な
ど
、
継
続
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
誘
客
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
旅
行
者
は

年
で

全
体
の
７
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
う
ち
台
湾
が
７
割
を
占

め
、
最
も
多
い
。
各
旅
館
が

個
々
の
特
性
を
生
か
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延
伸

効
果
は
大
き
く
、
宿
泊
客
が


％
ほ
ど
増
え
ま
し
た
。
中

で
も
関
東
圏
か
ら
の
お
客
さ

ま
が
多
い
。
現
在
は
新
幹
線

開
業
前
よ
り
２
～
３
％
伸
び

て
い
る
状
況
で
、
開
業
前
に

戻
り
つ
つ
あ
る
の
が
実
情
で

す
。

　

年
の
敦
賀
延
伸
へ
の
期

待
は
大
き
く
、
集
客
の
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
個
性
を
生
か
し
て
中

身
づ
く
り
を
し
て
お
り
、
広

報
活
動
を
重
点
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
山
代
、
片
山
津
と
は
個
々

の
温
泉
地
の
特
徴
を
生
か
し

て
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
か
よ
う
亭
）

　
北
陸
を
代
表
す
る
、
山
代
、
山
中
、
片
山
津
の
三
つ
の

温
泉
地
を
抱
え
る
石
川
県
加
賀
市
。
２
０
２
３
年
の
北
陸

新
幹
線
敦
賀
延
伸
で
Ｊ
Ｒ
加
賀
温
泉
駅
は
停
車
駅
と
な

り
、
再
び
脚
光
を
浴
び
そ
う
だ
。
観
光
を
市
の
成
長
戦
略

の
柱
と
位
置
付
け
る
宮
元
陸
市
長
に
延
伸
に
賭
け
る
思
い

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
加
賀
市
は
北
陸
新
幹
線
加
賀
温
泉
駅
開
業
を
テ
ー
マ

に
、
金
沢
へ
の
敬
意
、
羨
ま
し
さ
、
対
抗
心
を
表
現
し
な

が
ら
、
自
虐
的
な
要
素
を
盛
り
込
み
コ
ミ
カ
ル
な
ド
ラ
マ

仕
立
て
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
の
特
集
に
お
い
て
、
全
国
Ｐ
Ｒ
動
画
の
中
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　
「
加
賀
市
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る
、
と
に
か
く
面
白
い

動
画
で
す
」
と
観
光
交
流
課
・
首
都
圏
戦
略
室
。
「
動
画

サ
イ
ト
に
て『
東
京
２
０
２
３
加
賀
』で
検
索
し
て
み
て
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
①
山
代
温
泉
・
湯
の
曲
輪
（
が
わ
）
＝
明
治
・
大
正
時

代
の
ロ
マ
ン
を
醸
し
出
す
古
総
湯
周
辺
の
ま
ち
並
み

　
②
片
山
津
温
泉
・
柴
山
潟
＝
湖
面
に
浮
か
ぶ
浮
御
堂
や

大
噴
水
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

　
③
山
中
温
泉
・
鶴
仙
渓
＝
春
か
ら
秋
に
は
川
床
で
大
自

然
の
渓
谷
美
を
眺
め
な
が
ら
ス
イ
ー
ツ
を

　
④
加
賀
橋
立
・
北
前
船
の
里
＝
北
前
船
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定
（
絵
馬
） 加賀市観光交流課・首都圏戦略室
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北
陸
新
幹
線
開
業
か
ら
今

年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

開
業
１
～
２
年
目
は
首
都
圏

や
関
東
圏
か
ら
の
宿
泊
客
が

そ
れ
ま
で
の
３
倍
と
な
り
、

年
間
約

万
人
を
超
え
ま
し

た
が
、昨
年
は
約

万
人
で
、

新
幹
線
効
果
は
少
し
薄
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

年
の
敦
賀
延
伸
が
次
の

ブ
ー
ム
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
の
数
字
を
維
持
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
ま
ち
づ

く
り
や
誘
客
対
策
を
や
っ
て

い
き
ま
す
。

　
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
や
教
育
旅
行
に
も

取
り
組
む
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
割
合
は
全
体
の
５
％
に
過

ぎ
ず
、
こ
れ
を
１
割
程
度
ま

で
増
や
し
ま
す
。
４
月
に
は

東
南
ア
ジ
ア
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
を
招
聘
し
、
３
泊
４
日
の

フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
教
育
旅
行
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
は
ほ
と
ん

ど
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
北
陸
新
幹
線

開
業
で
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
良
く
な
り
、
金
沢
へ

の
教
育
旅
行
誘
致
が
や
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
宿
泊
先

と
し
て
山
代
を
売
り
出
す
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

も
誘
致
に
本
腰
を
入
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
足
並
み
を

そ
ろ
え
、
教
育
旅
行
を
取
り

込
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
ち
並

み
整
備
は
新
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

計
画
（

～

年
）
に
基
づ

き
、
敦
賀
延
伸
を
に
ら
み
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
大
き
な
も
の
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

（
国
家
公
務
員
保
養
所
）
跡

地
を
生
か
し
た
「
あ
い
う
え

お
の
郷
」
（
仮
称
）
整
備
。

現
代
の
五
十
音
図
を
創
り
上

げ
た
明
覚
上
人
（
平
安
時
代

後
期
の
天
台
宗
の
僧
）
は
山

代
温
泉
と
関
係
が
深
く
、
あ

い
う
え
お
の
郷
は
そ
の
上
人

を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し
い
施

設
で
、
山
代
の
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

　
山
中
、
片
山
津
と
も
共
同

歩
調
を
と
り
、
加
賀
温
泉
郷

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
　（
瑠
璃
光
、葉
渡
莉
）

　
―
―
加
賀
市
政
に
お
け
る

観
光
の
位
置
付
け
は
。

　
「
観
光
は
市
の
基
幹
産
業

の
一
つ
で
し
た
が
、
不
況
で

観
光
そ
の
も
の
が
衰
退
し
、

昭
和

年
代
に
は
４
０
０
万

人
だ
っ
た
宿
泊
客
が
今
や
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
会
議
員
の
頃
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

観
光
の
時
代
は
必
ず
や
っ
て

く
る
と
確
信
し

て
い
ま
し
た
。

今
の
日
本
を
み

る
と
ま
さ
し
く

そ
う
な
っ
て
い

る
。
市
の
主
要

産
業
と
し
て
観

光
を
成
長
戦
略
の
柱
と
位
置

付
け
、取
り
組
む
方
針
で
す
。

山
代
、
山
中
、
片
山
津
と
全

国
有
数
の
温
泉
地
を
三
つ
も

抱
え
て
い
る
の
も
力
強
い
」

　
―
―
２
０
１
５
年
の
北
陸

新
幹
線
の
金
沢
開
業
効
果
は

大
き
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
「

年
は
観
光
客
数
が


万
人
増
加
し
、
同
年
の
総
観

光
客
数
は
約
２
０
０
万
人
、

宿
泊
客
数
は
約
１
８
５
万
人

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
首

都
圏
か
ら
の
客
数
は
前
年
の

２
・
４
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

２
年
目
以
降
は
首
都
圏
の
客

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
関
西
圏
か
ら
の
客
が
少

し
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、
回

復
傾
向
に
あ
る
。
ブ
ー
ム
は

落
ち
着
い
た
と
い
う
認
識
で

す
」

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
台
湾
を
中
心
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
そ
の
他
の
国

も
増
加
し
て
お
り
、

年
は

過
去
最
高
の
６
万
２
千
人
と

な
り
ま
し
た
。

年
は
さ
ら

に
増
え
て
お
り
、
８
万
人
以

上
に
な
り
そ
う
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
観
光
政
策
の
大
き
な

柱
。
欧
米
や
イ
ス
ラ
ム
圏
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
増
や
し

て
い
き
た
い
」

　
―
―
市
の
観
光
予
算
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

　
「

年
度
で
約
５
億
６
６

５
０
万
円
。
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
私
が
市
長
に
な
っ

て
か
ら
、
入
湯
税
約
２
億
７

５
０
０
万
円
を
観
光
推
進
の

た
め
の
事
業
費
と
し
ま
し

た
。

年
度
予
算
は
編
成
中

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
入

湯
税
を
全
額
充
て
、
さ
ら
な

る
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
」

　
―
―

年
度
は
ど
ん
な
観

光
施
策
を
。

　
「
加
賀
温
泉
郷
に
お
け
る

『
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』

元
年
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
都
市
圏
へ
の
戦
略
的
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
、
海
外
都
市
交
流
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
、
３

温
泉
の
共
創
と
歴
史
・
文
化

資
源
の
観
光
活
用
の
推
進
―

な
ど
に
取
り
組
む
。

年
の

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
第
１
段
階
、

年
の
北

陸
新
幹
線
『
加
賀
温
泉
駅
』

開
業
（
敦
賀
延
伸
）
を
第
２

段
階
と
し
て
、
都
市
圏
お
よ

び
海
外
か
ら
の
誘
客
施
策
を

戦
略
的
に
進
め
、
観
光
客
数

と
観
光
消
費
額
に
お
い
て
観

光
戦
略
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
数

値
目
標
（

年
で
観
光
客
２

２
０
万
人
、
観
光
消
費
額
５

５
０
億
円
）
の
達
成
を
目
指

し
ま
す
」

　
―
―
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
や
は
り
首
都
圏
で
す

か
。

　
「
加
え
て
、
関
西
圏
や
中

京
圏
な
ど
。
首
都
圏
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
は
こ
れ
ま
で
観
光
業

者
任
せ
で
市
は
関
わ
っ
て
こ

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
い

け
な
い
と
思
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

２
月

日
に
は
東
京
・
帝
国

ホ
テ
ル
で
加
賀
温
泉
郷
Ｐ
Ｒ

会
議
と
謝
恩
会
を
開
き
ま

す
。
今
年
は
関
西
で
も
同
様

の
イ
ベ
ン
ト
を
２
月

日
に

開
催
し
ま
す
。
初
の
試
み
で

す
」

　
―
―
加
賀
温
泉
駅
が
速
達

系
列
車
「
か
が
や
き
」
の
停

車
駅
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。

　
「
そ
れ
が
ベ
ス
ト
。
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
決
め
る
こ
と
で
す

が
、
実
現
に
向
け
働
き
か
け

を
強
め
て
い
く
。
開
業
に
向

け
部
署
を
設
置
し
、
駅
舎
や

駅
周
辺
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
末
に
は
鉄
道
建
設

・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

か
ら
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
案
３

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、

市
民
か
ら
の
意
見
を
公
募
中

で
す
。
ま
た
、
新
幹
線
全
便

停
止
を
目
指
し
た
『
東
京
２

０
２
３
加
賀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
も
始
動
さ
せ
、
コ
ミ
カ

ル
で
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
配
信
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
大
き
な
反
響
を

得
ま
し
た
」

　
―
―
市
に
は
三
つ
の
温
泉

地
が
あ
り
ま
す
が
、
市
長
は

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
ど
う
捉

え
て
い
ま
す
か
。

　
「
山
中
は
ま
ち
並
み
整
備

が
進
ん
で
お
り
、
鶴
仙
渓
の

渓
谷
美
が
い
い
。
伝
統
工
芸

の
山
中
漆
器
や
芸
妓
文
化
も

残
っ
て
い
る
。
女
子
旅
の
人

気
先
で
も
あ
る
。
山
代
は
、

古
総
湯
ま
わ
り
の
湯
の
曲
輪

（
が
わ
）
が
温
泉
情
緒
を
醸

し
出
す
。
九
谷
焼
再
興
の
地

と
し
て
の
文
化
を
有
し
、
北

大
路
魯
山
人
と
の
関
わ
り
も

深
い
。
五
十
音
図
の
創
始
者

・
明
覚
上
人
の
ゆ
か
り
の
地

で
す
。
片
山
津
は
柴
山
潟
越

し
に
臨
む
白
山
の
景
色
が
大

き
な
魅
力
。
夏
の
１
カ
月
間

は
毎
日
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、湖
面
を
彩
る
。一
時
期
、

廃
業
旅
館
が
目
立
ち
景
観
が

悪
化
し
ま
し
た
が
、
現
在
は

順
調
に
再
生
が
進
ん
で
い

る
。
温
泉
だ
け
で
な
く
、
日

本
遺
産
『
北
前
船
の
里
・
橋

立
』
や
大
聖
寺
十
万
石
の
文

化
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
、

伝
統
文
化
、
自
然
、
食
な
ど

あ
ら
ゆ
る
魅
力
が
集
ま
っ
た

地
域
で
す
」

　
―
―
観
光
業
者
に
期
待
す

る
こ
と
は
。

　
「
観
光
業
界
の
発
展
は
市

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

す
。
観
光
誘
客
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
と
新

幹
線
敦
賀
延
伸
へ
の
対
策
と

い
う
喫
緊
の
課
題
に
向
け
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
」

　
※
宮
元
　
陸
氏
（
み
や
も

と
・
り
く
）
法
政
大
卒
。
森

喜
朗
衆
院
議
員
の
秘
書
を
経

て
、
１
９
９
９
年
４
月
石
川

県
会
議
員
当
選
。
２
０
１
３

年

月
か
ら
加
賀
市
長
。
加

賀
市
出
身
、

歳
。

　
①
加
賀
カ
ニ
ご
は
ん
＝
加

賀
市
・
橋
立
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
貴
重
な
香
箱
ガ
ニ
（
雌

の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
を
１
杯

（
１
匹
）
使
っ
た
各
店
こ
だ

わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
旬
の

野
菜
や
魚
を
使
っ
た
小
鉢
５

品
、
味
噌
汁
、
献
上
加
賀
棒

茶
、
デ
ザ
ー
ト
＆
コ
ー
ヒ
ー

が
付
い
た
、
加
賀
温
泉
郷
な

ら
で
は
の
上
品
な
ご
当
地
グ

ル
メ
御
膳
。
器
は
山
中
漆
器

（
お
盆
・
汁
茶
碗
）
と
九
谷

焼
（
小
鉢
皿
一
式
・
加
賀
棒

茶
敷
き
皿
）
を
使
用
。
料
金

１
９
５
０
円
（
税
込
み
）

　
②
Ｅ
Ｃ
Ｏ
乗
り
ク
ー
ポ
ン

＝
キ
ャ
ン
バ
ス
・
Ｅ
Ｖ
レ
ン

タ
カ
ー
・
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で

移
動
し
な
が
ら
、
観
光
施
設

や
温
泉
施
設
が
利
用
で
き
る

お
や
つ
付
き
の
お
得
な
ク
ー

ポ
ン
を
企
画
販
売
中
。
料
金

１
人
６
０
０
円
（
ミ
ニ
Ｅ
Ｖ

「
温
モ
ビ
」
＝
写
真
＝
利
用

は
２
人
２
千
円
）

　
③
加
賀
パ
フ
ェ
＝
お
も
て

な
し
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
（
３
時

の
お
や
つ
）
と
し
て
開
発
さ

れ
た
地
産
地
消
５
層
パ
フ

ェ
。
加
賀
市
産
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
ア
イ
ス
と
味
平
か
ぼ
ち

ゃ
ア
イ
ス
、
温
泉
卵
・
ポ
ン

菓
子
・
野
菜
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー

キ
・
は
ち
み
つ
生
ク
リ
ー
ム

・
色
鮮
や
か
な
ゼ
リ
ー
・
銘

菓
吸
坂
飴
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ー
ス
な
ど
を
使
っ
た
各
店
こ

だ
わ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
。
料
金
８
８
０
円
（
税

込
み
）

　
④
若
者
限
定
・
タ
ダ
湯
め

ぐ
り
＝

～

歳
の
若
者
を

対
象
に
、
山
代
・
山
中
・
片

山
津
の
３
温
泉
地
の
総
湯

（
共
同
浴
場
）
無
料
入
浴
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
２
月
１
日
～

３
月

日
に
実
施
。
期
間
中

は
温
泉
旅
館
で
の
思
い
が
け

な
い
特
典
サ
ー
ビ
ス
も

　
観
光
協
会
に
は
旅
館

軒

６
団
体
、
個
人
会
員
と
し
て


人
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。


年
の
観
光
客
は

万
５
千

人
、
う
ち
宿
泊
客
は

万
３

千
人
。

年
は
そ
れ
ぞ
れ


万
５
千
人
、

万
７
千
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
山
津
の
魅
力
は
柴
山
潟

湖
畔
に
旅
館
が
立
ち
並
び
、

部
屋
か
ら
見
る
湖
畔
や
白
山

連
峰
が
美
し
く
、
冬
に
は
渡

り
鳥
が
飛
来
し
、
８
月
は
１

カ
月
毎
日
湖
上
花
火
が
上
が

り
、
夜
の
屋
形
船
も
人
気
で

す
。
近
く
に
は
橋
立
漁
港
が

あ
り
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
楽

し
め
ま
す
。
北
前
船
の
里
と

し
て
当
時
を
偲
ぶ
ま
ち
並
み

が
昨
年
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
外
国
人
客
は
２
万
２
千
人

ほ
ど
。
う
ち
台
湾
が
１
万
６

千
人
と
最
も
多
い
。
最
近
は

Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
顕
著
で
、
欧
米
諸

国
の
お
客
さ
ま
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
県
や
加
賀
市
と

協
力
し
た
誘
客
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
旅
館
や

街
中
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
整
備
、

職
員
の
語
学
教
育
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業

で
、

年
の
宿
泊
客
は

％

増
と
大
き
く
増
え
ま
し
た
。

開
業
効
果
が
落
ち
着
き
、


年
は
や
や
減
少
し
て
い
る
も

の
の
開
業
前
よ
り
は
増
加

し
、
関
東
圏
の
お
客
さ
ま
の

シ
ェ
ア
は
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

　

年
の
敦
賀
延
伸
に
つ
い

て
は
、
「
か
が
や
き
」
の
加

賀
温
泉
駅
停
車
本
数
の
確
保

が
大
き
な
課
題
で
す
。
実
現

に
向
け
て
努
力
し
、
さ
ら
に

は
加
賀
温
泉
駅
を
起
点
と
し

た
、
温
泉
地
と
周
辺
地
域
へ

の
２
次
交
通
の
確
保
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
片
山
津
、
山
代
、
山
中
の

３
温
泉
は
各
々
異
な
っ
た
特

色
を
有
し
て
い
る
の
で
、
個

々
の
魅
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
す
る
一
方
、
そ
の
集
合

体
と
し
て
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

加
賀
温
泉
郷
の
全
国
発
信
に

協
力
し
、
共
に
行
動
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。　
　（
か
の
や
光
楽
苑
）


